
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

補正予算 300

Aの
財源

0 0 300

事業番号 15 09 17 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 小学生を対象としたスキー普及事業費 担
当
課

部局 教育委員会事務局

課・室 スポーツ課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail sports-ka@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
7-1 子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

○スキー教室における限られた実習時間をより充実させるために、スキー指導用ＤＶＤを教材として使用する教職員向け研修を実施し、
児童への事前学習・事前指導の充実を図ることで、スキーの魅力や楽しさを実感した子どもたちが、家庭でもスキーに行きたいと願うこと
で、スキー場へ行く家族が増加する。
○「スキー教室実施に関するアンケート調査」における質問「スキー指導用ＤＶＤが、児童の技能向上に効果があった」に対する「効果が
あった」と回答する学校の割合が100％となることを目標とする。

H27

100% － －－

27年度 28年度

0

Ｈ27 H28
目標

H26末
（実績） 目標 成果

合計

県が関与
する理由

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

スポーツ基本法

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績
H27 H28

（当初） （決算） （当初）

スキー指導用ＤＶＤの制作 直接

スキー指導用ＤＶＤの制作
　＜350枚分（341校送付分＋予備9）＞
　・ＤＶＤリッピング、マスター作成、各デザイン、
　 管理費・諸経費
　・ＤＶＤコピー、盤面印刷、ジャケットデザイン

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

○スキーの魅力や楽しさを実感し、さらに意欲的に取り組みたいと思う子どもたちを増やす。
○スキー教室をきっかけとして家庭へのスキー普及を図る。

○小学校におけるスキー教室の実施率は高いが、高学年のみ実施している学校が多く、ほとんどが年1回の実施に留まっている現状の
中、１回のスキー教室をより充実させる必要がある。
○各学校、縮小・減少傾向にある中、１・２学年で実施する学校が増加しつつあり、初心者も含めて児童の経験や技能の実態に応じた指
導が必要。

3 豊かな心と健やかな身体の育成 実施期間 H27 ～

0 300 －

－0 300

成果目標の達成状況

項目

ＤＶＤの「効果があっ
た」回答校の割合

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

合計（A)

0

0 300

0 0 0

0 0

達成状況

－

当初予算

概　算
人件費

2.00

0

300

0

■ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

　「第２次長野県教育振興基本計画」では、本県ならではの自然や特色を生かした体験学習をとおして、信州に誇りと愛着を持つ人材を育
てることを目標にしている。なかでもスキーの活性化は、子どもの心身の健全な育成に貢献するとともに、地域の活性化に寄与することに
つながる。したがって、今後、本事業でなくても別の事業でスキー振興を図る必要がある。

目標に対
する成果
の状況

　スキー調査実施に関するアンケート調査が未実施につき、成果目標の達成状況は把握できていない。

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 16,852 0

0 16,552
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